骨盤骨折の治療経験 by 鈴木 庄一 et al.
一　530　一 東京医科大学雑誌 第51巻第5号
36 ヒト腰椎部黄色靭帯の加齢及び骨化に　　37
伴うプロテオグリカンの変化
骨盤骨折の治療経験
（整形外科）o宍戸　孝明・古橋　照之
米田　知事・山本　謙吾・河合　清
今給黎　篤弘・三浦　幸雄
（生化学）　長井　光三・友田　迎撃夫
［目的］脊柱靭帯の骨化機序に関しては多方面の
研究がなされているが未だ不明な点が多い。我々
は靭帯骨化過程に於ける靭帯基質の変化としてプ
ロテオグリカン（PG）に着目し、黄色靭帯を用
いてPGの構成要素であるグリコサミノグリカン
（GAG）の生化学的分析を行ってきた。今回、
加齢及び変性に伴うGAG変化の分析に加え黄色
靭帯骨化例における分析結果を得たので比較検討
した。［方法］標本は脊椎手術及び剖検にて採取
した腰椎部黄色靭帯50例72検体で、男31例・女19
例、年齢は平均45．9歳、骨化例は4例であった。
標本採取後軟X線撮影を行い、一部矢状断病理組
織標本を作成しHE染色・ph4．1トルイジンブル
ー染色にて観察した。一部は凍結保存後、プロテ
アーゼ消化・TCA除蛋白・ゲル炉過を行い粗製
GAGをカルバゾール法にて定量後Gel－HPL
C分析し、さちにコンドロイチナーゼABC・A
C消化し則ちれた不飽和二糖をHPLCにて分析
した。［結果］靭帯組織の所見がほぼ正常範囲か
線維組織の軽度の変性に止まるものを正常加齢群
とすると、若年者ではGAG側鎖の成分はデルマ
タン硫酸（DS）が大部分をしめるが、加齢に伴
いコンドロイチン6硫酸（Ch－6S）が増加する
傾向を示した。線維組織の変性に加え軟骨様細胞
の出現を認めたもでは、一部の症例でコンドロイ
チン4硫酸（Ch－4S）・C　h一　6Sが増加してい
たが全体的には変化は軽度であった。靭帯骨化例
では靭帯組織に軟骨様細胞の著しい増殖が観察さ
れ、GAG分析ではC　h一一　4S・Ch－6Sが主成分
となり、DSは著明に減少していた。［まとめ］
黄色靭帯において軟骨様細胞出現例・特に骨化周
囲靭帯では靭帯基質のGAGはCh－4S・Ch－6
Sが主成分であり、正常靭帯組織とは組成が大き
く異なることから、軟骨様細胞の増殖とその細胞
の合成するPGが靭帯の骨化過程に深く関与する
可能性が示唆された。
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　当科における骨盤骨折の経験に基ずき、骨折型
の分類、治療、経過等について比較検討を加えた
ので報告する。
対象は、過去4年間に、経験した骨盤骨折、男
性7例、女性4例の計11例であり、年齢は19
才から56才、平均36．6才であった。骨盤骨
折は一般的に強力な外力が作用して発生する重度
外傷であることが多いとされているが、受傷機転
では、交通事故が9例（82％）と最も多く、そ
の他では労災事故1　pmk落罵事故1例であった。
合併損傷では、部位別には尿路系損傷が5例（4
5％）と最も多く、以下豆RgK胸部、腹部、匹肢、
脊椎の順であり、全身にわたっていた。骨盤骨折
単独例は1例と少なかった。また、骨盤内の出血
は多く、10例（91％）に血色素（Hb）の低下
がみられ、このうち3例が出血性ショックを来し
ICU管理を要し、4例は輸血を施行した。
　自験例をKey＆Conwellの分類に従っ
て骨折型を検討すると、1－B1例、　H－C1例、
皿一AlpmK皿一B1例、皿一C4例、　W－B3
例であり、より重度な皿型、IV型を合わせると9
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骨臼蓋胃癌転位の軽度であった例では安静力［瞭を
行い、他の5例は、多方向からの直達牽引により
整復を行った。手術例3例は、高度に骨盤不安定
な仮錆び寛骨臼蓋面折転位の大きな例に行った。
　治療経過では、1－B、ll　一C、　ill　一　Aについ
ては、安静1～1．　5ヶ月後より骨盤帯装具装用下、
立位歩行訓練を開始した。一方、1［［一B、皿一C
の骨盤内安定性が強度な例や、IV－Bの転位のあ
る寛骨臼骨折の場合には、安静期間は2～3ヶ月
を必要とし、また免荷期間も長期を要した。
　なお、3症例を供覧したが、骨盤部CTにより
有効な情報力得られることを報告した。
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